
上水道＋簡易水道 （単位：百万円）

2022 2031
R4 R13

1 水道事業収益 A 9,148 ～ 8,561 88,557

2 水道事業費用 B 8,316 8,691 85,996

当年度利益剰余金（△は欠損金）　A－B 832 ～ △ 129 2,564

1 水道事業資本的収入　　C 2,821 ～ 2,600 28,060

2 水道事業資本的支出　　D 7,775 ～ 7,694 79,845

1 建設改良費 5,451 ～ 6,309 60,903

2 企業債償還金 2,324 ～ 1,385 18,941

資本的収支不足額（△は不足額）　E　C－D △ 4,953 ～ △ 5,094 △ 51,781

補填財源計　　F 9,530 ～ 1,646

資金残高　　E＋F 4,576 ～ △ 3,447

科　　　　目 ～ 合計
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② 財政収支計画 建設改良費 60,903百万円

令和４年12月21日

第５回いわき市水道事業経営審議会

事業費 691百万円
構成比 0.88％

柱1.1
事業費 93百万円
構成比 0.12％

柱1.2
事業費 471百万円
構成比 0.60％

柱1.3
事業費 127百万円
構成比 0.16％

柱2.1
事業費 12,562百万円
構成比 15.90％

事業費 76,78３百万円
構成比 97.20％

柱2.2
事業費 56,04７百万円
構成比 70.95％

柱2.3
事業費 7,98２百万円
構成比 10.11％

柱2.4
事業費 192百万円
構成比 0.24％

事業費 1,524百万円
構成比 1.92％

柱3.1
事業費 65百万円
構成比 0.08％

柱3.2
事業費 1,24９百万円
構成比 1.58％

柱3.3
事業費 8百万円
構成比 0.01％

柱3.5
事業費 96百万円
構成比 0.12％

柱3.4
事業費 106百万円
構成比 0.13％

【安全】

【強靭】

【持続】

（単位：百万円）

水みらいビジョン 総事業費 78,998百万円

水みらいビジョン事業費及び水みらいビジョン建設改良費と財政収支計画建設改良費の関係について

１ 水みらいビジョン事業費 ２ 財政収支計画

資料５ 補足説明資料

施策の柱方向性

① 水みらいビジョン 建設改良費

67,714百万円

その他（人件費等）
4,989百万円

３ 水みらいビジョン建設改良費と財政収支計画建設改良費の関係

（単位：百万円）

11,800百万円

6,811百万円

計 11,284
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予算科目

※数値は項目ごとに四捨五入しているため、端数処理の関係で内訳の合計が合計の数値と合わない場合がある。

財政収支計画 建設改良費(水みらいビジョン対応分）

55,914百万円

①

・ 「１ 水みらいビジョン事業費」は、ビジョンに掲げた年間の具体的な施策を実施するための事業費であり、
予算額の上限としている。（予算ベース・税込）
・ 「２ 財政収支計画」は、10年間の業務運営上必要な全ての支出と、この支出をまかなうための財源との対
応関係について全額を表示した計画であり、中長期の財政運営を適正に行う必要があることから、予算ベー
スではなく執行率を考慮した決算見込額で作成している。（決算ベース・収益的支出：税抜、資本的支出：税込）
⇒ よって、①に対し、②は118億円少ない559億円となる。

②

財政収支計画 総事業費 Ⓐ＋Ⓑ＝165,841百万円

Ⓐ

Ⓑ




